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    ・ いじめの状況に応じて、心理的な孤立感・疎外感を与えないよう一定の
教育的配慮の下、「特別の指導計画による指導」のほか、「教育委員会と
の判断による出席停止」、「警察との連携による措置」も含め、毅然とし
た対応をする。     

（４） 集団への働き掛け 
    ・ 傍観者に対しては自分の問題として捉えさせ、観衆に対してはいじめに

加担する行為であることを理解させる。 
    ・ 学級全体で話し合うなどして、いじめは絶対に許されない行為であり、

根絶しようという態度を行き渡らせるようにする。 
    ・ いじめの解消とは、謝罪のみで終わるものではなく、双方の当事者や周

りの者全員を含む集団が、好ましい集団活動を取り戻すことをもって判断
するようにする。 

    ・ 全ての児童が、集団の一員として、互いを尊重し、認め合う人間関係を
構築できるような集団づくりを進めていく。 

（５） ネット上のいじめへの対応 
    ・ 名誉毀損やプライバシー侵害等、不適切な書き込み等については、教育

委員会に一報するとともに所轄警察署・関係機関に相談し、直ちに削除す
る措置をとる。 

    ・ 児童の生命、身体又は財産に重大な被害が生じるおそれがあるときは、
教育委員会に一報するとともに、直ちに所轄警察署に通報し、適切に援助
を求める。 

    ・ 警察、法務局、関係業者等の専門家を講師とした講演会を実施したり、
相談機関の窓口や、関係機関が実施する取組を周知したりする。 

    ・ パスワード付きサイトやＳＮＳ、スマートフォンや携帯電話のメールを
利用したいじめなどについては、より大人の目に触れにくく、発見しにく
いため、学校における情報モラル教育の充実を図る。 

    ・ 保護者に対しても、情報モラルに関する講演会等の実施や、「情報モラ
ル啓発資料」の活用を通して、現状について理解を求めるとともに、家庭
における「スマートフォンや携帯電話の使用に関する約束事」を決めてお
くことなど、折りに触れて依頼する。 

７ なごや子ども応援委員会との協働 
なごや子ども応援委員会、コーディネーターを中心として協働を図り、未然

防止及び早期発見の取組を進めるとともに、問題の解決に努める。 
８ 校内研修の実施 

滝ノ水中学校ブロックいじめ・問題行動等防止対策連絡会議の報告や生徒指
導提要を活用する等、いじめ防止等のための対策に関する校内研修を学期に１
回は実施し、教職員の資質向上に努める。 

９ 学校評価の実施 
学校は、より実効性の高い取組の実施のため、ＰＤＣＡのサイクルに基づき、

策定した「学校いじめ防止基本方針」の見直しを必要に応じて行う。また、い
じめの防止等のための対策に関わる取組等について自己評価を行い、学校関係
者評価と合わせて、その結果を公表する。 

 
 


